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ベノック株式会社／代表取締役

奥田  潤氏

◆会 社 名 ベノック株式会社
◆所 在 地 京都市南区上鳥羽仏現寺町35-2
◆TEL／FAX TEL：075-692-3355
 FAX：075-692-3344
◆創　　業 1999年
◆資 本 金 500万円
◆従業員数 14人

◆事業内容
機械加工（微細品対応、放電加工）、微細品（5㎜以
下）の射出成形型をはじめとする金型製作など

◆得意＆特異技術
豊富なNC加工設備、全行程のNC化の推進、微細加
工に対応した設備、微細加工技術

◆注文・製品に関するお問合せ
担当：代表取締役　奥田潤　TEL：075-692-3355

おくだ　じゅん

計画を立て、それをどれだけ自分の人生に　　トレースできるか

C a m p a n y  P r o f i l e   

素顔

素顔

へんこ

　三年坂を見下ろす喫茶ルームで、潤は

グラスに注がれたコーラをさもうまそう

に飲み干した。ダイエットコークではない。

缶入りなら、あの真っ赤なほうのやつだ。

「僕は欲望に純粋な人間なんやね」そう

言ってふっと笑う潤の背後には、清水寺

仁王門の檜皮葺きの屋根が見えた。

　べノック株式会社代表取締役・奥田

潤は、根っからの京都人である。母方は

京都最古の花街・上七軒でお茶屋を営

んでいた。父方は大文字焼きで有名な

五山送り火の保存会会員である。潤自身

も送り火の際には薪を背負う。これは遠

く室町の時代に決まった役目である。

　さて、その潤の少年時代だが、関西で

言うところの「へんこ（変わり者）」だった。

小学校の低学年時代には、テレビアニ

メ『宇宙戦艦ヤマト』の影響で戦闘機に

夢中になった。小学校の高学年になると

漫画『サーキットの狼』を読んでスーパー

カーにハマった。いや、それだけなら、少

年らしい流行に乗っている。しかし、潤

が普通の少年と異なるのは、その徹底ぶ

りにある。戦闘機の絵を描くのに凝って、

1 日かならず３つの新たなデザインを生

み出さなければ納得しない。スーパー

カーについては、その知識量により同級

生から“博士”の称号を得た。

「凝り性だし、思い込みが強いんですよ」

　その思い込みの強さは、子ども部屋の

ベッドの下に並べたミニカーのコレクショ

ンを、いつか本物のスーパーカーを手に

入れたいという夢に発展させた。そんな

とき、スーパーカーを買うにはどれくらい

の年収が必要なのかという計算をはじ

めるのが潤なのである。

　スーパーカーが欲しいという子どもら

しい夢と、それを実現するためのシビア

な計算が同居するのが潤少年だった。

　思い込みといえばもうひとつ、小学校

の２年生のときに『われら青春！』という

学園ドラマに感動した。なにがよかった

かといって劇中、高校生らが泥まみれに

なってやるラグビーに魅せられた。自分

もラグビーをやりたい！　ここでも潤の

思い込みは激しかった。

映像作家と科学者

　中学にはラグビー部がなかった。それ

で、潤は不良になった。マージャン卓を囲

み、ビリヤード場に入り浸るという中学生

にしてはシブい遊びにふける毎日を経て、

高校入学。そこで念願のラグビー部に入

部する。

　潤が入学した市立紫野高等学校の理

念は「自由と規律」。制服もなければ、授

業に出るも出ないも本人の意思しだい。

潤はもっぱら、高校に隣接する佛教大学

のラウンジでお茶を飲み、ついでに高校

の食堂より飯がうまいからとそこの学食

で食事をとると、放課後になってから高

校に顔を出した。そして、ラグビーの練習

だけは熱心に行った。

　そうして、ラグビーとのつきあいは潤

が 33 歳になるまでつづくこととなった

のである。

　ラグビー以外にも潤をとらえたものが

ある。それは理数系の学問だった。べつ

に一生懸命勉強したことはない。けれど

数学・物理・科学といったあたりには

強かった。「将来は科学者なんていいや

んか……」漠然とそう思ったりした。

　もうひとつは映像。とくに米・伊合作

のギャング映画『ワンス・アポン・ア・

タイム・イン・アメリカ』の、過去と現在

を自在に行き来する編集の妙にうならさ

れた。「よし、決めた！　映像作家になっ

たる!!」潤の進路の針が大きく一方に振

れた。

　大阪芸術大学映像学科に入学した潤

は、むさぼるように映画を観まくっていた。

２本立ての名画座に通いつめ、大学のビ

デオライブラリーでも映像世界に耽溺し

た。

　一方、自ら動画や写真を撮影すること

にものめり込む。とくに、レンズに装着す

るフィルターの組み合わせをかえること

で生まれる色温度変換に、科学者・潤

は強い興味をおぼえた。

　撮影三昧と暗室にこもる日々を経て、

やがて卒業後の進路の選択を迫られる

ときがきた。

　――映像作家になるんや！

  「しかし、自分にはそこまでの才能がな

いこともわかりました。アーティストには

“ 技術 ”と“ 感性 ”が必要です。僕に

は“技術”があった。けれど、僕よりす

ぐれた“ 感性 ”を持つ者がまわりに大

勢いた」

　つくる側になることは断念した潤だっ

たが、目利きとしては自負があった。「そ

うだ、多くのよい映像作品を紹介する仕

事に就こう」。しかし、当時はレンタルビ

デオ全盛期。映画の配給会社は門戸を

閉ざしていた。

　もうひとつ、当時は小劇場が隆盛に向

かう時期でもあった。「ならば、自分の劇

場を持とう。そして、小・中学生の感性

を育む、素晴らしい芝居をかけよう」――

「だが」と潤は思う、「それには資金が必

要や」

証券マンからモノづくりへ

　自分の劇場を持つ資金を得るため、潤

は証券会社に就職した。バブル景気

真っ盛りだった。1989 年 12 月 29 日、

日経平均株価は史上最高値をつけ、潤

は証券マンとしてわが世の春を謳歌した。

　だが、膨らみきった泡沫は収縮、日本

経済は失われた 10 年へと突入してゆく。

　潤は証券外務員として、景気の悪いと

きにはそれなりにある程度の成績を上

げていた。しかし、勝ちつづけることがで

きないのが株である。損をさせた客が経

営する肉屋の冷蔵庫に閉じ込められた

り、会社から追加担保をとってくるよう

命じられ、祇園の顧客の飲み屋のまえに

１日じゅう張りついていたり……「そうい

うことが嫌になったんやなくて、しくなっ

た（虚しくなった）んですよ、自分を取り巻

くマネーゲームがね」

　それにくらべてどうだ、日本の株式市

場でどんなときでもいちばん最初に高値

をつけるのは電子部品メーカーだ。モノ

づくりこそが不動の国力ではないか！

　潤は４年間の証券マン生活を終え、プ

リント基板の製造会社に就職した。

　景気はあいかわらず悪かった。プリン

ト基板だけでは商売にならず、潤は営

業担当として、基板まわりの金属部品の

注文もとった。しかし、系列会社ではそ

れがつくれない。仕方なく、対応可能な

会社を関西じゅうさがしまわった。しか

し、やっと見つけた会社も、先方の言う

がままではいいように値踏みされてしま

う。潤は徹底的に図面を読み込み、研究

を重ねた。自分のなかには、まだ科学者

の血がうごめいていた。

　やがて、適材適所に分担し、適正な価

格で発注を行えるようになった。すると

こんどは、細かいスペックの注文につい

てはリスクが高く、受けてもらえないこと

が多くなった。

　しかし、難しい注文にこそビジネス

チャンスがあるはずだ。これをきちんと

マネージメントできれば……

　潤は独立を決意する。

夢

　99年10月１日、潤は京都市北区にべ

ノックを創業した。妻の美佐さんが手

伝ってくれた。２人きりでの出発だった。

　この時期について、潤には独自の目算

があった。景気が底をつき、つぎに上昇

へと向かう頃合い――それが創業のとき

だ、と。証券マンとして培われた潤のカン

だった。

　かつて母・美智子さんが西陣織の作

業場としてつかっていた自宅の一部を改

造。搬入した工作機械を自ら操る。加工

機を扱うことにまったく抵抗はなかった。

これまで現場作業をする人々を見てき

て、「まじめに頑張れば、自分にもつかえ

るはず」ただそう思った。

　モノづくりが 10 年かかって一人前に

なれるのなら、ひとの３倍働けば３年で

なんとかなるかもしれない。しかし、実際

おこなってみると５年かかった。「計画を

立て、どれだけ自分の人生をそれにト

レースできるか、なんですよ。そしてまた、

計画どおりにいかないのが人生。そのと

きには、持ち直し、仕切り直せばいいん

です」

　忙しい仕事の合間を見つけては、ラグ

ビーに汗を流すことも忘れなかった。「が

んがん行くのがプレースタイル」だと言う

潤は、からだの大きなラガーに突進して

いった。ケガは数知れない。肘があらぬ

方向を向いたり、足首を折ったり。右の

中指と薬指が手の甲にもぐり込んでし

まったときには、工場で研磨していて痛

くて困った。これでは仕事に支障をきた

す。潤は、泣く泣くフィールドを後にした。

　潤の読みどおりべノックはＩＴバブル

の波に乗った。2002 年1月、南区に本

社工場をオープン。そして、ＩＴバブルの

低迷後、潤は新たな動きに出る。求人募

集だ。「景気のよいとき、優秀な人材はど

うしても大きな企業、ネームバリューのあ

る会社に流れます。うちのように小さい

ところは景気の悪いときこそ人を獲る

チャンスなんです」

　小さい会社にもそれなりの戦い方が

ある。ラグビーで、からだの大きなフォ

ワードの足元に飛び込み、相手を倒すよ

うに。

　07 年、第二工場完成。会社の規模は

順調に大きくなっているが、「内容として

はよかったり、悪かったりの繰り返し」だ

と言う。「僕はあきらめの悪いほうですね

ん。子ども時代ケンカして泣いても、降参

しなかった。負けだと思ったら負けなん

やね」

　ところできいてみたいことがあった。

スーパーカーのことである。「手に入れま

したよ。ジャガー・ＸＫを。34 歳のとき

やった。でも……」そこで潤は意味深な

笑みを浮かべた。

　新車を入手して２週間目。雨上がりの

道を走っていた。夜の 11 時過ぎだった。

仕事のストレスもあって飛ばしていた。坂

道を上りきり、下りに差しかかったところ

で、ジャガーのお尻が振れた。そのまま

大きくスピンし、両サイドが往復ビンタの

ようにガードレールにがつんがつんと４

度ぶつかった。ひどいありさまだった。

スーパーカーは廃車に。それでも潤がケ

ガひとつ負わなかったのは、ラグビーで

鍛えた頑健さゆえか。

　さて、もうひとつの夢である。「劇場の

件ね、いつか実現させますよ。自分がい

まあるのは、幼少期の環境にあると思う

んですよ。自由に可能性を追える自分を

育ててくれた、おふくろ、親父、おじい

ちゃん、おばあちゃん、お姉ちゃんがいて

くれたからです。そうした感謝をこめて、

子どもの感性によい影響を与えるものを

見せる劇場をいつかオープンしますよ。

それは僕の計画のなかにすでにあるも

のやからね」

　　　　　　　 （取材・文＝上野　歩）

ひ わ だ ぶ

かみしちけん

うえの あゆむ

ヽヽヽヽ

ヽ

がんがん行くのが
 プレースタイル

コネクタの金型（コアピン）。ピッチ0.1のくしば加工技術。 社名版。φ0.1細穴ピッチ0.2で制作。
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